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　近年、大規模言語モデル（Large Language Model: 

LLM）の発展により、高品質な自然言語生成が可能とな

り、生成 AI はプログラム開発、文書作成、教育など幅広

い分野で活用されている。観光分野においても、多言語で

の情報提供や観光ガイド支援への応用が期待されている。

　一方、日本ではインバウンド旅行者の増加に伴い、多

言語で案内できるインバウンド観光ガイドの不足が課題

となっている。特に地方都市では、ガイドの高齢化や後

継者不足に加え、外国語対応が可能な人材の不足が深刻

化している。

　観光ガイドには、地域の歴史、文化、産業、自然環境

などに関する知識だけでなく、旅行者の興味や背景に応

じて説明内容を柔軟に調整する能力が求められる。その

ため、観光ガイドの育成には長い期間を要し、即戦力と

なる人材を短期間で育成することは容易ではない。

　本稿では、令和 7 年度観光庁「観光 DX 推進による

地域活性化モデル実証事業（生成 AI 活用モデル）」とし

て青森県弘前市で実施した「生成 AI を活用したインバ

ウンド観光ガイド育成強化実証事業」（以下、本実証事

業という）の概要と成果を紹介する。さらに、この実証

事業を通じて得られた知見を基に、生成 AI の社会実装

における知的財産および標準化の観点から考察を行う。 

　弘前市は青森県西部に位置し、弘前城の桜をはじめ四

季折々の自然景観や歴史・文化資源を有する東北を代表

する観光都市である。特に「弘前さくらまつり」の時期

には、毎年約 200 万人が訪れる日本有数の桜の名所と

して知られている。
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　一方で、弘前市では観光ガイドの高齢化や後継者不足、

多言語対応人材の不足、教育コストの増加といった課題

を抱えている。これまでも「ひろさきガイド学校」を開

設し、観光ガイドの育成に取り組んできたが、熟練ガイ

ドの暗黙知を初心者が活用できる形で共有することは容

易ではなかった。

　本実証事業では、生成 AI を活用して多言語の観光案

内トークスクリプト（観光ガイドのための読み上げ原稿）

を自動生成し、観光ガイドの育成支援と業務効率化を図

る。観光ガイド育成の負担を軽減するとともに、持続可

能な育成モデルの構築を目指した。その結果として、地

域の観光ガイド人材の拡充と観光体験の質の向上を図

り、旅行者の満足度向上につなげることを目標とした。

　本実証事業では、生成 AI を用いて観光案内トークス

クリプトを自動生成するシステムを構築し、弘前市にお

いて観光ガイド育成支援モデルの実証を行った。自治体

や観光情報誌など信頼できる情報を基に多言語の観光案

内トークスクリプトを生成し、熟練ガイドの知見を反映

した標準的なトークスクリプトを効率よく作成できる環

境を構築した。

　また、生成されたトークスクリプトについては専門家

（熟練ガイド）による品質評価を実施するとともに、イ

ンバウンド旅行者を対象とした実証実験を行い、有効性

を検証した。

　実証事業は、以下の 4 つの取組から構成される。

取組①：生成 AI によるトークスクリプト作成

取組②：生成 AI と熟練ガイドによるトークスクリプト

　　　　作成作業時間の比較

取組③：生成 AI が作成したトークスクリプトの専門家

　　　　による品質評価

取組④：トークスクリプトを活用した初心者ガイドによる

　　　　実地案内とインバウンド旅行者のアンケート評価

3.1　生成 AIによるトークスクリプト作成（取組①）
　観光案内では、各観光スポットで説明する内容をまと

めたトークスクリプトが有効である。しかし、人手で作

成する場合には、多くの時間と労力を要する。また、初

心者ガイドにとっては、地域の知識や旅行者の関心を踏

まえた説明を構成すること自体が容易ではない。

　本取組では、生成 AI を用いて日本語および英語のトー

クスクリプトを作成することにより、作成時間を大幅に

短縮するとともに、継続的な運用コストの削減を図った。

　一方、生成 AI には事実と異なる内容（ハルシネーショ

ン）が含まれる可能性がある。そのため、本取組では、

生成 AI が参照する情報を弘前市が公開する観光情報や

観光パンフレット、および市販の観光ガイドブックに限

定した。さらに生成 AI に内容を再確認させる指示をプ

ロンプトに含めるとともに、人間が最終確認を行うこと

で、誤情報の生成を抑制した。

　システム開発および実証は、以下の手順で実施した。

手順①：弘前市の観光情報や観光ガイドブックを生成

　　　　AI の参照情報として準備する。

手順②：トークスクリプト生成のためのプロンプトを

　　　　設計する。

手順③：生成 AI を用いて第 1 版のトークスクリプトを

　　　　作成する。

手順④：初心者ガイドによる第 1 回実証実験を行い、ガ

　　　　イドと旅行者を対象にアンケート調査を実施する。

手順⑤：AI が作成したトークスクリプトと熟練ガイド

　　　　が作成したトークスクリプトとの比較および専

　　　　門家による評価を行う。

手順⑥：手順④と⑤によって得られた知見を基にプロン

　　　　プトを改良する。

手順⑦：改良版生成 AI を用いて第 2 版のトークスクリ

　　　　プトを作成する。

手順⑧：第 2 回実証実験を実施し、改善効果を評価する。

手順⑨：熟練ガイドによる通常の観光案内と比較し、本

　　　　手法の有効性を検証する。

　実際の運用では、改良後の生成 AI を用いて、自治体職

員、DMO 担当者、あるいは観光ガイド自身がトークス

クリプトを作成し、現地で活用することを想定している。

　本取組では、生成 AI エンジンとして ChatGPT を

用いた。LLM 自体の再学習やパラメータ更新（fine-

tuning） は 行 わ ず、 プ ロ ン プ ト 設 計 と in-context 

learning によりトークスクリプトを生成した。ユーザ

は通常の ChatGPT と同様のインタフェースを用いて

実証事業の概要3
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対話的に指示を追加できる。

3.2　プロンプト設計とトークスクリプト生成
　実証は、先に述べたように、手順③第 1 版トークス

クリプトの作成、手順⑥実証実験および専門家評価に基

づくプロンプトの改良、手順⑦第２版トークスクリプト

の作成、という 3 段階で進めた。

　第 1 版トークスクリプトの作成においては、生成 AI

と熟練ガイドの双方に同一の指示を与え、生成結果を比

較した。

　一方、第 2 版トークスクリプトの作成においては、

個々の旅行者に依存しない汎用的なトークスクリプトを

生成するようプロンプトを見直した。利用者は標準的な

トークスクリプトを生成した後、「フォトスポットの説

明を加えてください」のような自然文による追加指示を

与えることで、対象となる旅行者や状況に応じた内容へ

容易に調整できる。

　また、生成 AI によるハルシネーションを抑制するた

め、「入力した資料や指定した情報源に記載されていな

い内容は、正確性が確認できない限り出力しない」こと

をプロンプトに明示的に組み込んだ。

　図 1 に第 1 版で生成されたトークスクリプトを示す。

また、図 2 に同一条件で 3 人の熟練ガイドがそれぞれ

作成したトークスクリプトのうち最も高く評価されたも

のを示す。なお実際の実験では英語のトークスクリプト

を使用したが、本稿では説明のため、日本語のトークス

クリプトを用いる。 　生成 AI によるトークスクリプトは、熟練ガイドが作成

したものと比較すると簡潔であり、旅行者との具体的な対

話例は少ない。しかし、本取組の目的は、現地での対話を

あらかじめ想定することではなく、各観光スポットでの標

準的な説明を効率よく作成することである。

　第 2 版トークスクリプトの作成においては、第 1 回実

証実験からの知見を踏まえて、旅行者の属性を限定しない

汎用的なトークスクリプトを生成し、必要に応じて追加指

示により内容を調整できるよう改善した。例えば、「トイ

レ休憩を入れてください」といった自然文による追加指示

だけで、対象や状況に応じたトークスクリプトへ容易に調

整できることを確認した。自治体や DMO は標準版を作

成し、観光ガイドは旅行者の状況に応じて必要な情報を追

加する運用を想定している。

図 2　熟練ガイドが同一条件で作成したトークスクリプト

※注：⽂中、鍵カッコ内ははゲストの発⾔、その他がガイドの説明です。

JR 弘前駅で

こんにちは。ダニエルさんのご家族ですか？本⽇みなさま

をご案内するガイドの〇〇と申します。よろしくお願いい

たします。本⽇の参加者は４名さまですか？

「妻と⼦ども２⼈です」

ご家族ですね。本⽇は、弘前の街、洋館を中⼼に、ご案内

いたします。

「すごく期待しています」

ところで、弘前には弘前城や武家屋敷など、⽇本⽂化を感

じられる建築物も多いのですかこの洋館めぐりコースを

選んだのはなぜですか？

「⽇本は３度⽬の訪問なので、どこか地⽅にも⾏きたいと

思っていたところ、⻑男がＳＮＳで弘前の洋館の写真を⾒

て、ここは⽇本？と、質問されたのがきっかけです」

承知しました。では⽇本の地⽅都市弘前になぜ洋館があ

るのか、後ほど説明します。それでは早速ご案内します。

本⽇の⾏程を紹介します。また、すでに旅⾏会社にお⽀

払い頂いた代⾦には、私がご案内している間のハイヤー

代、ガイド代、⼊場料は含まれております。今、11 時で

すが、約４時間のコースですので、３時ごろここに戻りま

す。スーツケース、その他のお荷物はハイヤーに置いて観

光ができますが、貴重品は必ずお持ちください。ハイヤー

を⼿配していますので、ハイヤーで観光しますが、本⽇

は天気が良いので、最初に訪問する観光館まではハイヤー

で、その後は徒歩で⾒学したいと思いますが、奥様は歩く

のは⼤丈夫ですか？

図 1　生成 AI が生成した第 1 版トークスクリプト

弘前駅〜市⽴観光館（イントロ）スクリプト

皆さん、ようこそ弘前へ！りんごの街、そして桜と洋館の

美しい街です。今⽇は⼀⽇、弘前の街をゆっくり歩きなが

ら、⽇本の明治から昭和にかけての歴史と⽂化を感じてい

ただきます。弘前は江⼾時代、津軽藩の城下町として栄え

ましたが、明治以降は教育と⽂化の街として発展しまし

た。当時、この地域にはたくさんの外国⼈教師や建築家が

来ていて、その影響で⻄洋建築が多く建てられたんです。

今⽇はそうした洋館を中⼼に、地元の⼈々が⼤切に守って

きた街並みをめぐります。そして最後には、弘前の伝統

⽂化「ねぷた」の世界にも触れていただきます。みなさん、

準備はいいですか？それでは最初の⽬的地、市⽴観光館へ

向かいましょう！
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　本実証事業では、開発した生成 AI システムについて、

取組②：生成 AI と熟練ガイドによるトークスクリプト

作成作業の比較、取組③：生成 AI が作成したトークス

クリプトの専門家による品質評価、取組④：トークスク

リプトを活用した初心者ガイドによる実地案内とインバ

ウンド旅行者のアンケート評価、の 3 つの観点から評

価を行った。

4.1　作業効率の評価（取組②）
　生成 AI によるトークスクリプト作成と、熟練ガイド

による人手作成について、地域情報の収集、案内文の作

成、翻訳、内容確認の 4 工程に要する時間を比較した。

　その結果、熟練ガイド 3 名の平均作業時間は 673 分

であったのに対し、生成 AI を利用した場合は 75 分で

あり、約 89％の作業時間削減を実現した。特に、地域

情報の収集や翻訳において大きな効率化効果が認められ

た。一方、第 2 回実証では、ハルシネーションを抑制

するために生成条件を厳しくした結果、生成時間はやや

増加したものの、内容確認に要する時間は減少し、全体

として同程度の作業時間に収まった。

4.2　専門家による品質評価（取組③）
　生成 AI が作成したトークスクリプトと、3 人の熟練

ガイドが作成したトークスクリプトについて、ガイド経

験者 3 人による専門家評価を実施した。評価では、正

確性、自然さ、ストーリー性、実用性、ガイドらしさな

ど複数の観点から比較を行った。

　その結果、生成 AI が作成したトークスクリプトは、

熟練ガイドが作成したものには及ばないものの、初心者

ガイドが利用する標準的なトークスクリプトとしては十

分実用的な品質であることが確認された。また、第 1

回実証実験で確認されたハルシネーションに対してプロ

ンプトを改良した結果、第２回実証実験では誤情報は大

幅に減少した。一方で、情報量やストーリー性はやや低

下しており、正確性と表現力を両立させることの難しさ

も確認された。具体的な評価を表 1 に示す。

4.3　実地案内による評価（取組④）
　生成 AI が作成したトークスクリプトの実用性を評価

するため、弘前市において初心者ガイドによる実証実験

を 2 回実施した。第 1 回実証実験は 2025 年 11 月に

実施し、生成 AI が作成した第 1 版トークスクリプトを

用いて、初心者ガイドがインバウンド旅行者に対して英

語による観光案内を行った。第 2 回実証実験は 2026

年 1 月に実施し、プロンプトを改良した第 2 版のトー

クスクリプトを用いるとともに、比較のため熟練ガイド

2 名による通常の英語ガイドも実施した。実証実験の概

要を表２および図３に示す。

表 2　 実証実験の概要

評価4

表 1　生成 AI が作成したトークスクリプトと熟練ガイドが作
成したトークスクリプトの専門家による品質評価

各数字は 3 人の専門家（トークスクリプト作成者とは別の熟練
ガイド）による評価点（5 点満点）の合計
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　インバウンド旅行者へのアンケートおよび取組③にお

ける専門家評価の結果から、初心者ガイドであっても、

生成 AI が作成したトークスクリプトを活用することに

より、一定品質の観光案内を提供できることが確認され

た。一方で、専門家からは「情報は正確であるが、ストー

リー性や旅行者との対話性が不足している」との指摘も

あり、熟練ガイドが長年培ってきた経験や対話技術を完

全に代替するものではないことも明らかとなった。

　また、同時に行った初心者ガイドへのアンケートでは、

「生成 AI の特性を理解し、内容の正確性を確認した上で利

用すれば、ガイド業務の省力化に役立つ」といった意見が

得られた。一方で、店舗情報や営業時間など地域の最新

情報を継続的に反映できる仕組みの必要性も指摘された。

　旅行者へのアンケートでは、初心者ガイドによる案内

に対しても概ね高い評価が得られた。生成 AI は観光ガ

イドを代替するものではなく、初心者ガイドの育成支援

やトークスクリプト作成支援ツールとして有効であるこ

とが確認できた。アンケート結果の詳細（数値）を表 3

に示す。

　本実証事業では、生成 AI を活用することにより、観

光ガイド用トークスクリプトの作成時間を約 89％削減

できること、また初心者ガイドでも一定品質の観光案内

を実施できる可能性を確認した。一方で、生成 AI を実

際のサービスとして社会実装するためには、技術面だけ

でなく、知的財産、データガバナンス、標準化などの観

点からも検討が必要である。

　まず重要なのは、生成 AI が参照するデータの管理で

ある。本実証事業では、弘前市が提供する観光情報や、

契約に基づいて利用した観光ガイドブックを入力データ

として利用した。生成 AI の品質は入力データに大きく

依存するため、利用可能なデータの権利関係を明確にし、

適切なライセンスの下で運用することが重要である。

　次に、生成 AI が出力する情報の信頼性である。観光

ガイドでは、歴史や文化に関する誤情報を旅行者へ提供

することは許されない。本実証では、参照情報を限定す

るとともに、「参照資料に記載されていない内容は出力

しない」という制約をプロンプトに組み込むことで、ハ

ルシネーションを大幅に低減できることを確認した。し

かし、その結果として情報量やストーリー性が低下する

というトレードオフも明らかになった。今後は、正確性

と表現力をどのように両立するかが重要な課題となる。

　また、観光情報は店舗情報や料金、営業時間など更新

頻度の高い情報を含む。そのため、一度システムを構築

すれば終わりではなく、参照データを継続的に更新し、

社会実装への課題5

表 3　生成トークスクリプトを活用した実地案内におけるインバウンド旅行者へのアンケート結果（5 段階評価）

図 3　実証風景
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その更新履歴を管理する仕組みが必要となる。実際、本

事業では公的なデータのみを用いたが、それでも営業時

間や説明内容の記載が資料間で異なる例も確認され、そ

れが生成 AI の出力を不正確なものにしていた。生成 AI

の出力だけではなく、どの情報源を参照して生成された

のかを記録するプロベナンス（Provenance）の考え

方も今後重要になると考えられる。

　本実証で得られた知見は観光分野だけではなく、博物

館や文化施設の案内、教育教材の作成、自治体による情

報発信など、他分野への応用も期待できる。そのために

は、プロンプトや参照データ、生成履歴などを含めた生

成 AI の利用方法の標準化が重要になる。入力データや

生成条件を適切に記録することにより、再現性や説明可

能性が向上し、生成 AI を安心して利用できる環境の整

備につながる。

　生成 AI は観光ガイドを置き換えるものではなく、初

心者ガイドや地域の観光人材を支援するツールとして活

用することが望ましい。本実証事業は、生成 AI を安全

かつ実用的に利用するための運用方法を示した事例であ

り、今後の観光 DX や生成 AI の社会実装に向けた基礎

的な知見になるものと考えている。

　本実証事業で検討したプロンプト、参照データ、生成

条件、確認作業などは、生成 AI を用いた言語資源管理に

おけるメタデータとして整理することが可能である。こ

のような知見は、本実証事業に限らず、生成 AI を活用す

る様々な分野で共通する課題である。現在 ISO において

も AI 支援アノテーションに関する標準化が進められて

おり、本実証で得られた知見も、生成 AI 利用履歴の記

録や再現性確保の観点から有用である。
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